
日本遺産検定3級模擬試験【基本問題】　　　　　問題用紙

Q1.富山県高岡は、穀倉地帯を備え、港も持っていたことから「○○」と呼ばれた。

１．薩摩藩の奥の間　　２．薩摩藩の台所　　３．加賀藩の奥の間　　４．加賀藩の台所

Q2.「鬼」を「仏」に重ね合わせて信仰を行っていた場所はどこか。

１．かにさき　　２．きにさき　　３．くにさき　　４．けにさき

Q3.日本の最果ての地である、長崎県五島は何と呼ばれているか。

１．くちらくのしま　　２．はらくのしま　　３．はならくのしま　　４．みみらくのしま

Q4.「近世日本の教育遺産群」に含まれている、日本最古の学校はどこか。

１．足利学校　　２．豊臣学校　　３．福沢学校　　４．大久保学校

Q5.「桑都」と称された八王子にある霊山はどこか。

１．富士山　　２．高尾山　　３．阿蘇山　　４．鋸山

Q6.「日が沈む聖地出雲」に含まれており、「日が沈む聖地の宮」と称されている夕日にちなんだ神社
はどこか。

１．伊勢神宮　　２．日御碕神社　　３．大宮八幡宮　　４．香取神宮

Q7.信長公が岐阜城内に建設した宮殿はその独創性から「○○」と呼ばれた。

１．地獄の楽園　　２．天空の楽園　　３．地上の楽園　　４．岐阜の楽園

Q8.大阪府と奈良県にかかる大道で、「太陽の道」とも呼ばれる竹内街道・横大路は日本〇〇の国道
である。

１．最長　　２．最短　　３．最新　　４．最古



Q9.日本の葡萄栽培の原型ににもなった、山梨県山梨市、笛吹市、甲州市などを総称して○○地域と
いう。

１．峡東　　２．峡西　　３．峡南　　４．峡北

Q10.奈良時代、みちのく（現在の岩手県、宮城県あたり）で採れた金は富の象徴としてでなく、〇
〇としても用いられた。

１．食料　　２．祈りの対象　　３．土地の税　　４．武器の材料


